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氏名： 渡邊　重司

商品先物取引は、期限・レバレッジのある取引です。取引証拠金の額に比べ約15倍から約40倍という著しく
大きな金額の取引を行うため、日々の値動きにより、短期間の間に大きな利益・大きな損失を被る可能性があ
ります。
詳細につきましては、みんなのコモディティ研究所右上に掲載されている『取引の重要事項』をご確認くださ
い

東京コーン（期先）　　　　　東京一般大豆（期先）

コーン期先21250（-200）　　　一般大豆39490（-160）
コーン・大豆チャートを比較してみたい。
◆コーンは1月高値からの下落に対するフィボナッチ50%戻し21,500円達成後にやれ
やれの売りに押された展開。5日移動平均を下抜け、上昇中とはいえ25日平均からの
乖離も気になるところ。
◆大豆はいまだ動かず。25日平均は上向きに変化しながらも、動意づかず。移動平均
の活用法のひとつに、「移動平均の近くに仕掛け場所が存在する」に従えば、そろそ
ろ思い切った買い仕掛けと考える。
　　　現地10日の米農務省による需給報告に注目。前月とさほど大きな修正はないと
思われるが、近いうちに大豆の在庫率の低さがクローズアップされるかもしれない。シ
カゴの大豆/コーン比価2.52倍にも注視する。
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